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はじ めに

市長挨拶文
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宇陀市の紹介

位置・ 地勢1 

　 宇陀市は 2006 年１ 月１ 日、 宇陀郡の大宇陀町・ 菟田野町・ 榛原町・ 室生村の４ 町村の合併によ り 誕

生し まし た。 後期基本計画を策定する 2026 年は合併から 20 年の節目と なり ます。

　 宇陀市は奈良県の北東部に位置し 、北は奈良市、山添村、西は桜井市、南は吉野町、東吉野村、東は曽爾村、

三重県名張市に接し て、市の面積は247.50 平方キロメ ート ルに達し 、奈良県全体の6.7％を 占めています。

　 近鉄大阪線によ っ て、 京都・ 大阪方面や名古屋・ 伊勢方面と 結ばれており 、 また、 大阪方面から 宇陀

市への自動車によ るアク セスについては、 最寄り の IC である名阪国道針 IC と 大阪・ 松原 JCT（ 西名阪

自動車道） と が約 1 時間で結ばれる 距離にあり ます。

　 また、 宇陀市は大和高原と よ ばれる 高原地帯に位置し ており、 一定の平野部を 有し ている も のの、 山

間部にも 集落等が点在し ています。 土地利用の状況は、 山林が全体の 72％を占めており 、 宅地は 4％弱

になり ます

気候2 

　 気候は、 内陸性気候であり 、 季節風の影響を 強く 受ける 冬季は平均気温が約２ 度（ １ 月） と 寒さ の厳

し い地域と なっ ている 一方で、 夏季の平均気温は約 25 度（ ８ 月） と 冷涼で過ごし やすいです。 降水量

は６ ～７ 月や９ ～ 10 月と いっ た梅雨・ 秋雨の季節に多く なっ ています。
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産業3 

　 産業は、 農業や林業を 中心と し た構造と なっ ています。 農業では、 夏の冷涼な気候、 昼夜の寒暖差を

活かし た米や茶（ 大和茶） のほか、 ホウレ ンソ ウ、 宇陀金ごぼう 、 黒大豆等の野菜が生産さ れています。

他にも ダリ アやき れいな水を 活かし て作ら れる 吉野本葛も 特産品と なっ ています 。 さ ら に、 全国で初と

なる「 オーガニッ ク ビレ ッ ジ宣言」 ( 2022 年 11 月 ) を 行い、 有機農業の推進に取り 組んでいます。

　 また、 毛皮革製品も 有名で、 革のなめし から 、 加工・ 縫製・ 販売までを 一貫し て行える 体制を 有し て

います。 特に鹿革の出荷高は、 全国シェ アの 95％以上、 毛皮についても 同じ く 45％のシェ アを 誇っ て

います。

歴史4 

　 宇陀は、 古く から 「 古事記」「 日本書紀」 等の歴史書のなかに記載がみら れ、 神武伝承の舞台と し ても

知ら れています。 また「 万葉集」 では柿本人麻呂の「 かぎろ ひ」 の歌等にも 詠まれており 、 こ れら のこ

と から 古代における 王朝と の関わり を う かがう こ と ができ ます。

　 平安時代以降、 こ の地域の多く は荘園と し て興福寺の支配下にあり まし が、 南北朝時代から 戦国時代

にかけては、 伊勢国司北畠氏の勢力を 次第に受ける よ う になり まし た。 豊臣家家臣が入部後、 江戸時代

には宇陀松山藩と し て織田氏 4 代によ り 統治さ れまし たが、 幕府の直轄地と なり まし た。

　 宇陀は大和と 伊賀・ 伊勢を 結ぶ東西の交通の要衝であり 、 室町時代に始まり 江戸時代に盛んになっ た

庶民のお伊勢参り のルート にあたり 、 宿場町と し ても 繁栄し まし た。 明治新政府と なり 、 1868 年に奈

良県と な り ま し たが、 1 87 6 年に奈良県は堺県と 合併、 さ ら に 1 8 81 年には大阪府に併合さ れま す。  

1887 年に晴れて大阪府から 独立し 再び奈良県が設置さ れ、こ の地域は宇陀郡に属する こ と と なり まし た。  

1889 年の町村制の施行により 、 宇陀郡は１ 町 11 村から 構成さ れるこ と と なり まし た。

　 旧大宇陀町は 1942 年、 旧菟田野町は 1956 年、 旧榛原町は 1954 年、 1955 年、 1969 年、 旧室生村

は 1955 年にそれぞれ合併し て誕生し まし た。
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第１ 編　 後期基本計画の策定にあたっ て

第 1 章 計画の構成と期間

総合計画は、基本構想と基本計画で構成します。

基本構想　（ １２年間）

内容

計画期間

宇 陀 市 のまち づく り に お ける「 基 本 理 念 」 、「 将 来 像 」 、「 目指 す ま ち の 姿 」 、

「 実 現 に 向 け た 目標 」 、「 施 策 の 方 向 性 」 を 示し ま す 。

計 画 期 間 は１２ 年 間と し 、宇 陀 市 のま ち づく り の 長 期 的 な 指 針を 示し ま す 。

2018年度～2029年度

基本計画　（ 4年ごとに改訂）

内容
基 本 構 想 に 基 づ き 「 将 来 像 」 、「 目指 す ま ち の 姿 」 を 達 成 する た め の 「 具

体 的 な 施 策 」 を 体 系 的 に 示し ま す 。 宇 陀 市を 取り 巻く 環 境 の 変 化を 施 策

に 機 動 的 に 反 映 する た め 、 基 本 計 画 は４ 年ご と に 改 訂し ま す 。

計画期間
前 期 基 本 計 画  2 0 1 8 年 度 ～ 2 0 2 1 年 度

中期 基 本 計 画  2 0 2 2 年 度 ～ 2 0 2 5 年 度

後 期 基 本 計 画  2 0 2 6 年 度 ～ 2 0 2 9 年 度

図　 　 第２次宇陀市総合計画の計画期間

第３ 期 第４ 期

一 体

２０１８ 年 度 ２０２６ 年 度２０２２ 年 度 ２０３０ 年 度

第 2 次 宇 陀 市 総 合 計 画 基 本 構 想

４ 年 間４ 年 間４ 年 間

前 期 基 本 計 画 中期 基 本 計 画 後 期 基 本 計 画

１２ 年 間

宇 陀 市ま ち ・ ひと ・ し ご と

　 　 　 　 　 創 生 総 合 戦 略
第１ 期 第２ 期

一 体 一 体

基 本 計 画

基 本 構 想
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第
１
編

　 中期基本計画に引き 続き PDCA サイ ク ルによ る 進捗管理を 実施し ます。 PDCA サイ ク ルに基づく 進捗

管理は計画の構成に基づき 、 基本構想、 基本計画のそれぞれについて実施し ます。 

　 基本構想については、「 目指すまち の姿」 がどの程度実現でき ている のかについて評価し 、「 施策」 の

見直し につなげます。 評価は４ 年ごと に実施する 基本計画の策定ごと に実施し ます。 

　 基本計画については、「 施策」 の進捗状況について評価し 、毎年実施する「 事業」 の見直し につなげます。

評価は毎年開催する総合計画審議会によ り 実施し ます。 

PDCA サイ ク ルの実践1 

第 2 章 計画の進捗管理

目指すまち

の姿の実現

見直し

見直し

Do check

ActionPlan

前期基本計画
Do check

ActionPlan

中期基本計画

施策・ 事業の

検証・ 評価（ 毎年）

Do check

ActionPlan

Do check

ActionPlan

施策・ 事業 検証・ 評価

計画の 計画・ 施策

の実施

の見直し策定

後期基本計画

基本構想の検証・ 評価（ 4 年ごと ）

図　 　 PDCAサイクルのイメージ図
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評価の方法2 

第１ 編　 後期基本計画の策定にあたっ て

基本構想と 基本計画のそれぞれの具体的な評価方法は以下のと おり です。 

表　 　 基本構想及び基本計画の評価方法

(※1)  :  評価の対象は宇陀市独自の取組みとして評価できる事業のみとし、 法定受託事務等に基づき実施している事業は除く 。

(※2)  : 評価は単年度ごとの成果に対して実施する。 複数か年での事業実施が当初から計画されている事業については、 各年次における進捗

             状況が計画通りであるか評価する。

　 　 　   例 ：  ２か年で計画策定を行う 事業において、１か年目で調査実施・ 基本方針の検討を予定し、２か年目で施策等の検討を予している場合、

　 　 　 　       １か年目の評価は当初予定していた項目（ 調査実施・ 基本方針の検討） が予定通り 実施されていれば 100％とみなす。

評価
項目

評価指標 評価方法

左記３つの評価指標についてⅠ～Ⅴの５段階で評価する。

各事業が事業化する際に設定する目標値に対して、 当該年度の

実績値の割合を算出し、 以下のとおり点数化する。 (※1) (※2)

基
本
構
想

基
本
計
画

「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
の
実
現
度

「
施
策
」
の
進
捗
状
況

「 目指すまちの姿」 に

対するアウト カム指標

（ 成果指標）

「 施策」 の進捗状況

市民等に対するアンケート

結果における満足度や

重要度等

「 施策」 に基づき実施する

事業について、 単年度ご

と の到達目標（ 基本的に

アウト プット 指標） に対す

る進捗状況

次に施策毎に、 属する事業の点数の平均値を算出し施策の評価

とする。

Ⅰ   ： 目指すまちが十分に実現できている

Ⅱ  ： 目指すまちが概ね実現できている

Ⅲ ： 目指すまちがある程度実現できている

Ⅳ： 目指すまちがあまり実現できていない

Ⅴ ： 目指すまちが全く 実現できていない

a： 100% 以上 　 　 　 　  （ ４点）

b： 80％以上 100％未満 （ ３点）

c： 60％以上 80％未満 （ ２点）

d： 40％以上 60％未満 （ １点）

e： 40％未満 　 　 　 　 （ ０点）

A： 施策が十分に実現できている    ( 3 .5 点以上 )

B： 施策が概ね実現できている        ( 2.5 点以上 3.5 点未満 )

C： 施策がある程度実現できている ( 1.5 点以上 2.5 点未満 )

D： 施策があまり実現できていない ( 0.5 点以上 1.5 点未満 )

E： 施策が全く 実現できていない     ( 0 .5 点未満 )

実績値／目標値により点数化
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第 3 章 宇陀市を取り 巻く 情勢の変化

宇陀市の情勢の変化1 

人口減少・ 少子高齢化の進行

人口減少・ 少子高齢化の進行に伴い、 ま

ちの活力・ 賑わいが低下しており 、 10 年、

20 年先も 住み続けられるまちを残せるか、

宇陀市はいま岐路に立っています。

特に年少人口は今後20年間で約６割減と推計 資料： 国勢調査（ 2020）、社人研推計（ 2040） ※年齢不詳を除く

女性男性

95歳～

90～94歳

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～7４歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

減少の推計

増加の推計

0       200     400    600     800   1,000  1,200 1,400 1,600

1,600 1,400 1,200  1,000   800     600    400     200       0

( 人)

( 人)
2040年人口(推計) 2020年人口(実績)

老年人口
5,234人（ 2020年）
　 3,972人（ 2040年）

生産年齢人口
6,814人（ 2020年）
　 3,450人（ 2040年）

年少人口
1,288人（ 2020年）
　 476人（ 2040年）

老年人口
6,559人（ 2020年）
5,273人（ 2040年）

生産年齢人口
6,956人（ 2020年）
3,198人（ 2040年）

年少人口
1,193人（ 2020年）

435人（ 2040年）

資料： 国勢調査（ 2000～2020）、社人研推計（ 2025～2040）

高齢化率 生産年齢人口率 年少人口率

0～14歳 15～64歳 65歳～ 年齢不詳

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

（ 人）

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

（ % ）

1,471

2030

9,762

11,040

【 22,273】

6.6

49.6

43.8

1,978

2025

11,395

11,620

【 24,993】

7.9

46.5

1,081

2035

8,348

10,084

【 19,513】

5.5

51.7

42.8

2040

911

6,648

9,245

【 16,804】

5.4

55.0

39.6

5,331

25,520

8,898

2000

【 39,762】

13.4

22.4

64.2

13

4,231

2005

23,280

9,670

【 37,183】

11.4

26.0

62.6

2

3,538

2010

20,300

10,383

【 34,227】

10.3

30.3

59.3

6

2,997

2015

16,718

11,386

【 31,105】

9.6

36.6

53.7

4

2,481

2020

13,770

11,793

【 28,121】

8.8

41.9

49.0

77

45.6

実績値 推計値

（ 年）

※H17以前は大宇陀町、菟田野町、榛原町、室生村の合計値

人口はこれまでの20 年で約４割減

今後20 年間で更に約４割減と推計
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第１ 編　 後期基本計画の策定にあたっ て

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1,880

( 1.00)

2001

1,745

( 0.93)

2006

1,365

( 0.73)

2012

1,302

( 0.69)

2016

1,168

( 0.62)

2021 （ 年）

（
事
業
所
）

※個人経営の農林漁業・ 公務を除く ※(  ) 内はH13を1とした比率 資料： 事業所・ 企業統計調査、 経済センサス（ 活動調査）

事業所数 事業所数はこ れまでの 20 年間で約 4 割減

市内の経済活動は縮小
人口減少・ 担い手不足の中で

0

200

400

600

800

1,000

1,200

（ 年）2020

726

2025

1,066
（ 速報値）

空き家件数
（
件
数
）

資料： 宇陀市空き家等対策計画、宇陀市市民協働課

空き家件数は直近 5 年間で約 5 割増

未活用の空き 家が増加
亡く なる高齢者が増える中で

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

（ 年）

財政調整基金
（
௲
ਐ
・
）

資料： 市町村決算カード（ 総務省）、宇陀市財政課

維持し てき たが、 2024 年は約 18 億円に減少
財政調整基金残高は 2021 年以降、 約 20 億円台を

2005

501

2006

11

2007

120

2008

29

2009

377

2010

1 ,015

2011

1,372

2012

1,674

2013

2 ,126

2014

2,329

2015

2,333

2016

2,437

2017

2,079

2018

1 ,961

2019

1,782

2020

1,682

2021

2 ,028

2022

2,033

2023

2,044

2024

1 ,833

宇陀市の持続可能性を 高める ため、 市民、 企業、 行政がと も に知恵を 出し 合い、

人が育ち、 挑戦が生まれるまちを 作っ ていく こ と が求めら れています。

そのために本計画を 着実に推進し 、 特に成長戦略に位置付ける ５ つの取組みに注

力し ます。

事業所数の減少

空き家件数の増加

財政調整基金残高の減少
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全国的な情勢の変化2 

　 生活様式の変化やデジタ ル技術の進化が加速し て おり 、 中期基本計画策定時から 引き 続き

デジタ ル社会の変化に対応し ていく 必要があり ます。

　 また、 気候変動や自然災害の激甚化への備えや、 長期的な脱炭素化の推進など、 全地球的な

環境問題への対応も 求めら れています。

　 国際的にはウク ラ イ ナ・ 中東での紛争や米中関税対立等によ り 国際的な物流網が混乱し 、 輸

入品の物価の高騰などの影響が生じ まし た。 食料自給率やエネルギー自給率が低い日本におい

て、 国際的な情勢に左右さ れない食糧安全保障や経済安全保障の視点が重要に

なっ てき ています。

ポスト コ ロナ社会が到来する中で働き 方改革やテレ ワーク・ ワーケーショ ン、

２ 地域居住など仕事や生活への意識の変化の定着が進展

国による地方創生 2.0 の取り 組みが 2024 年から スタ ート し 、 地域の主体的

に行動の必要性が上昇

イ ンフ ラ ・ サービ スの持続的な提供、 関係人口の増加などにおけるデジタ ル

の活用が求めら れ、 デジタ ル田園都市の取り 組みが進展

2022 年の ChatGPT の発表を 契機と し て生成 AI の活用が社会に浸透

地震や豪雨災害が全国的に起こ り 災害対応の必要性が上昇

2030 年を 目標年次と する SDGs への継続的な取り 組みが必要

2050 年カ ーボン ニュ ート ラ ルの実現に向けた取り 組みが国内外で進展
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中期基本計画策定後に実施さ れた施策の進展3 

　 宇陀市を 取り 巻く 環境は依然と し て厳し い中ですが、 公民連携まち づく り プラ ッ ト フ ォ ーム

の設立や、 オーガニッ ク ビ レ ッ ジ宣言、 認知症予防推進に関する 包括連携協定など「 公民
連携」 の取組みに力を いれ、 宇陀市の経済力の復活に向けて動き だし ています。

　 また、 エスト ニアと の連携を はじ めと し たアン ト レ プレ ナーシッ プ教育の実施や、 給食無償

化、 こ ども 園の整備など、 宇陀市で子育てを し たいと 思える「 教育環境の整備」 にも

取り 組んでいます。

　 同時に、 宇陀市の持続可能な運営に向け、 フ ァ シリ ティ マネジメ ン ト を はじ めと し た「 行
財政の効率化」 を 進めています。

　 こ れら の取組みは、 スピード 感を も っ て合意形成を 図り ながら 推進する必要があると と も に、

効果が表れる まで時間がかかる こ と から 、 後期基本計画においても 引き 続き 取り 組んでいき ま

す。

宇陀市移動診療車「 UM C」 での診療開始（ 2022 年４ 月）

オーガニッ ク ビレ ッ ジ宣言（ 2022 年 11 月）

エスト ニアと の連携

（ サーレ マー市と の連携： 2023 年７ 月 企業・ 大学と の連携： 2024 年１ 月）

宇陀市公民連携まちづく り プラ ッ ト フ ォ ーム設立（ 2022 年 11 月）

奈良県宇陀地域ごみ処理広域化推進協議会の設立（ 2023 年 10 月）

宇陀市公共施設等総合管理計画の改定（ 2024 年３ 月）

地域商社機能運営業務の開始（ 2024 年４ 月）

給食費の無償化（ 2024 年９ 月～）

学校適正化基本計画の策定（ 2024 年 12 月）

う だ健幸プラ ザの開設 (2025 年４ 月 )

認知症予防推進に関する包括連携協定（ 2025 年８ 月）

第 5 次宇陀市行政改革大綱の策定（ 2026 年３ 月）

榛原こ ども 園・ こ ども 家庭センタ ーの整備 (2026 年４ 月 )
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第 4 章 まちづく り の課題

　 中期基本計画のも と 実施し てき た 53 の施策について、 後期基本計画でよ り 注力すべき 分野を把握

するため、 それぞれの施策に対する満足度・ 重要度についてアン ケート 調査を 実施し まし た。

　 施策に対する 満足度及び重要度の分析にあたっ ては、 各評価に対し て下記の点数を設定し た上で、

施策ごと に合計点を 算出し 、 回答者数で除し て満足度・ 重要度それぞれの平均値を 算出し まし た。

　 続いて、 中期基本計画の 53 施策別に満足度と 重要度のギャ ッ プ（ 重要度 - 満足度） を 算出し 、 市民

の皆さ まのニーズが高いも のの現状の施策の満足度が低く 、 ニーズが特に満たさ れていないと 考えら れ

る 施策を 抽出し まし た。 また、 市民アン ケート と 子育て世代、 事業者・ 関連団体、 職員アン ケート の比

較を 行い、 市民全体と し ては優先度が高く ないも のの、 特定の層から ニーズのある 施策の抽出を 行いま

し た。

満足度

重要度

点数

満足

重要

2

やや満足

やや重要

1

どちらでもない

-

0

やや不満

あまり重要
ではない

-1

不満

重要ではない

-2

※ 「 分からない」「 関心がない」は計算から除外

表　 　 満足度及び重要度の点数

図　 　 施策の姿別の満足度・ 重要度

住民アンケート 結果1 

資料： 市民アンケート

1.81

1.61

1.41

1.21

1.01

0.40 （ 満足度）
0.41

0.61

0.81

-1.20 -1.00 -0 .80 -0.60 -0.40 0.200.00-0.20 0 .60 0.80

現状評価が高いが重要度は低い

重要度が高く 現状評価も 高い

（ 重要度）

現状評価が低いが重要度も 低い

重要度が高いが現状評価は低い

平均重要度： 1.21

平均満足度： -0.20地域力を 発揮するまち

暮ら し やすいまち

活力ある まち

健幸なまち

暮ら し やすいまち

活力あるまち

生涯輝く まち

自然豊なまち

地域力を発揮するまち

平均満足度

平均重要度

28 27

30
24

29
33

23

32

25
3126

17 16

14

15

51

50
49

52

48
53

47

4

5 7

6

10 11

9
8

3

236 39

35

41
42

34

38

37

13

12

20

1819

1

46

43

44 45

22
21

40
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表　 　 施策別の満足度・ 重要度の内訳

※ 満足度・ 重要度の色の見方

1

2

3

7

8

9

10

4

5

6

新型コロナウイルスなど感染症予防や
対策の充実

健康づくり活動による健幸長寿のまちの
実現

魅力ある地域資源の維持や､観光地とし
ての整備の推進

高齢者の介護予防の推進
満足度を高める取組みの推進による
観光客や関係人口の拡大

だれもが住み慣れた地域で安心し生きが
いを持って暮らすため

観光 PR や情報発信の強化

面倒見のいい地域福祉の推進
一人ひとりの人権が尊重された
まちづくりの推進

医療費の助成による安心できる暮らしの
実現

No 施策名（ 中期基本計画） 満足度 重要度

企業誘致の推進や新たな産業の展開の
支援

あらゆる分野で男女共同参画の推進

保護者のニーズに応じた子育てしやすい
環境づくりの推進

子どもが健やかに育つための支援 児童生徒の「 よりよく 生きる力」 の育成

産前産後の支援･乳幼児への支援の充実 児童生徒の教育環境の整備

医療体制の充実 生涯学習環境の充実

地域医療と福祉の連携の推進
地域社会全体で子どもを育成する環境
づくりの支援

景観や環境を大切にするまちづくりの推進

仕事と生活の調和がとれた
ワーク・ ライフ ・ バランスの推進

スポーツ活動の充実

交通安全対策や防犯､消費者保護の推進

土地の有効利用の推進 豊かで美しい自然環境の保全･活用

移住･定住者への総合的な支援の充実 ごみ処理施設の整備と循環型社会の
形成の推進

安全で快適な道路環境の整備･維持 生活衛生環境の向上

ニーズに応じた地域公共交通の推進 快適に利用できる公園･緑地空間の提供

効率的で安心･安全な上下水道の運営
推進

芸術･文化の振興

情報発信の充実

自然災害や感染症に強い安心して住み
続けられるまちづくりの

防災意識の向上と防災･消防体制の強化 わかりやすく 丁寧な行政サービスの提供

歴史･文化資源の整備や保護･活用の推進 新たな時代に対応できる行政運営の確立

宇陀産の誇れるものを
「 大和高原宇陀ブランド 」として発信･育成

持続可能な財政運営の確立

起業家など多様な人材を育成 広域行政の推進

地域の特性を活かした農業生産基盤の
整備と農地の有効活用

市民協働のまちづくりの推進

市民のまちづくり活動の支援

人材の確保と育成など魅力ある
農林畜産業経営の強化

農林畜産物の生産･流通の推進

山林の適切な管理

駅前の活性化の推進

地元で活動する事業者への支援

11

12

13

14

18

19

20

21

15

16

17

22

25

26

27

28

23

24

29

No

30

31

32

36

37

38

39

33

34

35

40

41

42

43

47

48

49

50

44

45

46

51

52

53

施策名（ 中期基本計画） 満足度 重要度

0.52

0.14

-0.01

-0.11

-0.03

-0.06

-0.22

-0.31

-0.20

-0.11

-0.13

0.02

-0.07

-0.68

-0.01

-0.01

0.09

-0.74

-0.39

-0.39

0.04

-0.01

-0.44

-0.74

-0.77

-0.48

-0.50

-0.46

-0.36

1.19

1.10

1.36

1.37

1.45

1.39

1.70

1.36

1.21

1.44

1.58

1.07

1.34

1.43

1.51

1.50

1.47

1.20

0.94

1.42

0.89

1.00

0.91

1.20

1.22

1.05

1.20

1.10

1.12

-0.74

-0.38

-0.45

-0.25

-0.11

-0.12

-0.15

-0.45

0.00

-0.10

-0.19

-0.06

0.03

-0.15

-0.16

-0.20

-0.32

0.19

0.23

-0.06

-0.48

-0.21

-0.13

1.23

1.13

1.02

1.04

1.40

1.47

1.05

1.05

1.10

0.86

1.29

0.68

1.20

1.11

0.86

1.39

1.28

1.43

1.40

0.80

1.51

1.10

1.01

-0.07 0.64

赤色 黄色 緑色

低い 平均値 高い
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資料： 市民アンケート
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市民アンケート

　 市民アン ケート で満足度と 重要度のギャ ッ プが大き い施策※ は以下のと おり と なっ ています。

※ 市民のニーズが高い（ ＝重要度の数値が高い） も のの、 現状の施策の満足度が低く 、 ニーズが特に

満たさ れていないと 考えら れる施策

図　 　 施策別の満足度・ 重要度のギャップ（ 重要度-満足度、市民）

表　 　 満足度・ 重要度のギャップが大きい施策（ 上位10位、重要度-満足度、市民）

資料： 市民アンケート

1

2

3

7

8

9

10

4

5

6

2.11

2.00

1.99

1.92

1.81

1.71

1.71

1.97

1.94

1.94

順位 ギャ ッ プ

ニーズに応じ た地域公共交通を推進し ます

駅前の活性化を推進し ます

持続可能な財政運営を確立し ます

企業誘致を進めると と も に新たな産業の展開を支援し ます

山林を適切に管理し ます

土地利用を推進し ます

医療体制の充実を図り ます

安全で快適な道路環境を整備･維持し ます

地域医療と 福祉の連携を推進し ます

地域の特性を活かし た農業生産基盤の整備と 農地の有効活用を推進し ます

施策（ 中期基本計画）
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　 子育て世代アン ケート では、 市民アン ケート でも ギャ ッ プ が大き い施策に

加え、「 子育てし やすい環境づく り の推進」「 事業者への支援」「 ワーク・ ラ イ フ・

バラ ンスの推進」 でギャ ッ プが大き く なっ ています。

資料： 市民アン ケート 、 子育て世代アン ケート
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市民アンケート と 子育て世代アンケート の比較

図　 　 施策別の満足度・ 重要度のギャップ の比較（ 重要度-満足度、市民・ 子育て世代）

表　 　 満足度・ 重要度のギャップが大きい施策（ 上位10位、重要度-満足度、子育て世代）

資料： 子育て世代アンケート

1

2

3

7

8

9

10

4

5

6

1.98

1.86

1.73

1.56

1.53

1.48

1.45

1.72

1.63

1.57

順位 ギャ ッ プ

ニーズに応じ た地域公共交通を推進し ます

持続可能な財政運営を確立し ます

企業誘致を進めると と も に新たな産業の展開を支援し ます

土地利用を推進し ます

医療体制の充実を図り ます

駅前の活性化を推進し ます

保護者のニーズに応じ た子育てし やすい環境づく り を推進し ます

安全で快適な道路環境を整備･維持し ます

地元で活動する事業者を支援し ます

仕事と 生活の調和がと れたワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスを推進し ます

施策（ 中期基本計画） 市民アンケート
　 　 　 での順位

1

3

4

23

8

17

36

6

7

2

※着色部は市民アンケート の上位10位に含まれない施策
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　 事業者・ 関連団体アン ケート では、 市民アン ケート でも ギャ ッ プが大き い施策に加え、

「 事業者への支援」、「 子育てし やすい環境作り 」「 関係人口の拡大」 でギャ ッ プが大き い。

市民アンケート と 事業者・ 関連団体アンケート の比較

図　 　 施策別の満足度・ 重要度のギャップの比較（ 重要度-満足度、市民、事業者・ 関連団体）

表　 　 満足度・ 重要度のギャップが大きい施策（ 上位10位、重要度-満足度、事業者・ 関連団体）

資料： 事業者・ 関連団体アンケート

1

2

3

7

8

9

10

4

5

6

2.21

2.07

2.04

1.92

1.71

1.71

1.69

2.04

1.95

1.92

順位 ギャ ッ プ

地元で活動する事業者を支援し ます

企業誘致を進めると と も に新たな産業の展開を支援し ます

土地利用を推進し ます

持続可能な財政運営を確立し ます

安全で快適な道路環境を整備･維持し ます

駅前の活性化を推進し ます

ニーズに応じ た地域公共交通を推進し ます

医療体制の充実を図り ます

保護者のニーズに応じ た子育てし やすい環境づく り を推進し ます

満足度を高める取り 組みを推進し 、 観光客や関係人口を増やし ます

施策（ 中期基本計画） 市民アンケート
　 　 　 での順位

17

4

6

1

7

23

27

3

8

2

※着色部は市民アンケート の上位10位に含まれない施策

資料： 市民アン ケート 、 事業者・ 関連団体アンケート
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資料： 市民アンケート 、 職員アンケート
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　 事業者・ 関連団体アン ケート では、 市民アン ケート でも ギャ ッ プが大き い施策に加え、

「 教育環境の整備」、「 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン スの推進」 でギャ ッ プが大き い。

市民アンケート と 職員アンケート の比較

図　 　 施策別の満足度・ 重要度のギャップ の比較（ 重要度-満足度、市民・ 職員）

表　 　 満足度・ 重要度のギャップが大きい施策（ 上位10位、重要度-満足度、職員）

資料： 職員アンケート

1

2

3

7

8

9

10

4

5

6

1.69

1.66

1.61

1.37

1.30

1.30

1.25

1.55

1.52

1.43

順位 ギャ ッ プ

ニーズに応じ た地域公共交通を推進し ます

持続可能な財政運営を確立し ます

駅前の活性化を推進し ます

医療体制の充実を図り ます

安全で快適な道路環境を整備･維持し ます

土地利用を推進し ます

企業誘致を進めると と も に新たな産業の展開を支援し ます

児童生徒の教育環境を整えます

山林を適切に管理し ます

仕事と 生活の調和がと れたワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスを推進し ます

施策（ 中期基本計画） 市民アンケート
　 　 　 での順位

1

3

2

4

13

5

36

7

8

6

※着色部は市民アンケート の上位10位に含まれない施策
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※ 市民のニーズが高い（ ＝重要度の数値が高い） も のの、 現状の施策の満足度が低く 、 ニーズが特に

満たさ れていないと 考えら れる施策

　 少子高齢化が進行する 中で、 医療や地域公共交通へのニーズが高く なっ ている と みら れる ほか、 人口

減少に伴う 空き 地・ 空き 家の増加、 林業従事者等の減少を 受けて、 土地利用や山林の管理への関心も 高

く なっ ている と 考えら れます。

　 また、 宇陀市においては雇用が少ないこ と を 理由に転出する 市民も いる こ と から、 企業誘致や駅前活

性化も 課題と なっ ています。 更に、 令和元年度には宇陀市の財政状況に対し て県から 重症警報が発令さ

れた経緯も あるこ と から 、 持続可能な財政運営についての要請も 強いと みら れます。

　 中期基本計画において、満足度・ 重要度のギャップが大きい施策※ は以下のとおりとなっています。

表　 　 満足度と 重要度のギャ ッ プが大き い施策

安全で快適な道路環境を整備･維持し ます

駅前の活性化を推進し ます

企業誘致を進める と と も に新たな産業の展開を支援し ます

児童生徒の教育環境を 整えます

持続可能な財政運営を 確立し ます

山林を適切に管理し ます

地域の特性を 活かし た農業生産基盤の整備と 農地の有効活用を

推進し ます

地元で活動する事業者を支援し ます

満足度を 高める取り 組みを 推進し 、 観光客や関係人口を増やし ます

仕事と 生活の調和がと れたワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンスを推進し ます

施策（ 中期基本計画）施策の姿

上位 10 位

土地利用を推進し ます

ニーズに応じ た地域公共交通を 推進し ます

保護者のニーズに応じ た子育てし やすい環境づく り を 推進し ます

地域医療と 福祉の連携を推進し ます

医療体制の充実を 図り ます

地域力を
発揮する まち

生涯輝く まち

活力ある まち

暮ら し

やすいまち

健幸なまち

市
民

子
育
て

職
員

事
業
者
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　 後期基本計画策定のためのアン ケート 調査に加え、 短い期間で幅広い属性の市民の意見を 把握する た

め、 既存計画の策定時等に実施さ れていたワーク ショ ッ プやアン ケート 調査結果、 既存の会議体を 活用

し た市長と 市民の意見交換会を 実施し まし た。

既存計画に位置づけら れている主な宇陀市の課題と 、関係する中期基本計画の施策は以下のと おり です。

既存計画策定時の市民意見2 

表　 　 既存計画に記載がある各分野のニーズと対応する施策

自治会・ 地域活動の担い手確保・ 若返り
( 宇陀市地域福祉計画 )

市民のまちづく り 活動を支援し ます

一人暮ら し の高齢者への支援
( 宇陀市地域福祉計画 )

面倒見のいい地域福祉を推進し ます

引き こ も り への支援
面倒見のいい地域福祉を推進し ます

高齢者の移動手段確保
ニーズに応じ た地域公共交通を 推進し ます

子ども が遊べる 場所の拡充
( 子ども ・ 子育て支援事業計画 )

快適に利用でき る 公園・ 緑地空間を 提供し ます

子ども の預かり 対応の充実
( 子ども ・ 子育て支援事業計画 )

児童生徒の「 より よく 生き る力」 を 育てます

相談し やすい環境作り
( 子ども ・ 子育て支援事業計画 )

保護者のニーズに応じ た子育てし やすい環境

づく り を 推進し ます

公共施設・ 道路等のバリ アフ リ ー化
( 障がい者支援に関する基本計画 )

安全で快適な道路環境を整備・ 維持し ます

人権侵害への早期発見・ 早期対応
( 人権に関する市民意識調査 )

一人ひと り の人権が尊重さ れたまち づく り を

推進し ます

空き 家の活用
空き 家の利活用による 移住・ 定住を 促進し ます

市内産木材の利用促進 農林畜産物の生産・ 流通を 推進し ます

林業整備の推進
山林を適切に管理し ます

ごみの減量化の対策・ 啓発 ごみ処理施設の整備と 循環型社会を 推進し ます

家庭・ 公共施設の省エネ対策の推進
( 温暖化対策実行計画 )

カ ーボン ニュ ート ラ ルによ るグリ ーン社会の実現

一人一人に合わせたき め細やかな教育
( 宇陀市学校適正化基本計画 )

児童生徒の「 より よく 生き る力」 を 育てます

( 宇陀市地域福祉計画 )

( 宇陀市地域福祉計画 )

( 宇陀市地域福祉計画 )

( 温暖化対策実行計画 )

( 温暖化対策実行計画 )

( 温暖化対策実行計画 )

分
類

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通

子
育
て

福
祉

産
業

環
境

教
育

意見内容 (※ ( ) 内は引用元の W S・ 計画書名 ) 関係する中期基本計画の施策
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① 公民連携まちづくりプラット フォーム 井戸端会議

② 宇陀市中小企業・ 小規模企業振興基本条例キックオフミーティング

③ 室生村森林組合

④ 障害者地域自立支援協議会

主な意見内容・ 課題 対応する施策（ 中期基本計画）

市街化調整区域の規制緩和 土地利用を促進します

公民連携による薬草産業の活性化 農林畜産物の生産･流通を推進します

高齢化・ 相続に伴う山林管理の困難化 山林を適切に管理します

U ターン・ I ターン者の事業実施・ 拡大 地元で活動する事業者を支援します

企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

スピード 感のある政策実施 新たな時代に対応できる行政運営を確立します

主な意見内容・ 課題 対応する施策（ 中期基本計画）

土地利用の規制緩和 土地利用を推進します

農林業の人材育成 人材の確保と育成など魅力ある農林畜産業経営の強化

を図ります

中小企業を支援する補助金の創設

企業支援、 企業の困りごとの解決

地元で活動する事業者を支援します

公民連携プラットフォームの活用

事業者が集まる場の設置、 事業者間の繋がり促進

雇用を生む政策の実施

企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します

伝わる情報発信 情報発信の充実を図ります

市への期待 対応する施策（ 中期基本計画）

林道の整備 山林を適切に管理します

木材価格の改定への支援

Ｊクレジット 取引への支援 カーボンニュートラルによるグリーン社会の実現

-

主な意見内容・ 課題 対応する施策（ 中期基本計画）

市立病院のレスパイト 入院対応は画期的である一方

受け入れ能力に不足

医療と療育が共に受けられる施設が市内に不足

地域医療と福祉の連携を推進します

地域医療と福祉の連携を推進します

市外の精神科や養護学校への送迎が負担

介護タクシー事業者の高齢化の進行
ニーズに応じた地域公共交通を推進します

訪問看護、 通学支援等の支援メ ニューがあるものの、

スケジュールが合わない・ 受け入れ態勢や移動手段

が不十分等の理由により十分な活用が困難

-

市民と の意見交換会3 
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⑤ スポーツ推進委員会

⑥ 子育て世代

主な意見内容・ 課題 対応する施策（ 中期基本計画）

スポーツ協会との役割の差別化 地域社会全体で子どもの育ちを支えます

・ スポーツ推進委員の活動目的の認知度の向上 スポーツ活動の充実を図ります

・ 委員の世代の多様化

・ 活動の目的となるようなイベント の実施

・ 高齢者から若い世代まで参加したくなるような

   地域ごとのイベント の実施

活動への参加者の不足

部活の地域移行への対応

・ 部活の位置づけ（ 教育、 保育、 その他） の明確化

・ 保護者、 子どものニーズが多様化し、 塾や市外の

   スポーツクラブなど、 学校以外でニーズを満たして

   いる中での部活動の位置づけ

主な意見内容・ 課題 対応する施策（ 中期基本計画）

教育分野でのデジタル技術の十分な活用 児童生徒の「 よりよく 生きる力」 を育てます

保護者と教員のコミュニケーショ ンの不足

教員の負担の増加、 研修時間の不足

少子化に伴う部活の選択肢の減少への不安 地域社会全体で子どもの育ちを支えます

転入者を含む子育て世代同士の横のつながり

構築の必要性

部活の地域移行への不安

市民のまちづくり活動を支援します

子育て世代がまちづくりに参画する仕組みの必要性

意見交換会
　 の様子
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用語集

no 用語 説明

1 財政調整基金 地方公共団体の貯金にあたります。年度ごとに生じる財源の不均衡を調整するために、財源に余
裕がある年度に積み立てておくものです。

2 テレワーク 情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方のことです。
3 ワーケーション 仕事（ワーク）と休暇（バケーション）を組み合わせた造語で、観光地等で休暇を取りながら、

一部の時間を仕事に充てるワークスタイルのことです。

4 食料安全保障 生命維持に必須である良質な食料が合理的な価格で安定的に供給され、かつ、国民一人一人がこ
れを入手できる状態のことです。

5 経済安全保障 平和と安全や経済的な繁栄等の国益を経済上の措置を講じ確保することです。
6 アントレプレナーシップ 様々な困難や変化に対し、与えられた環境のみならず自ら枠を超えて行動を起こし、新たな価値

を生み出していく精神のことです。

7 ファシリティマネジメント 公共施設等を市民全員の財産として捉え、経営的な視点で課題を分析し、施設の質・量・費用の
最適化を図り、適正に維持管理していくことです。

8 ワーク・ライフ・バランス 働くすべての人が、「仕事」と育児や介護、趣味や学習、休養、地域活動といった「仕事以外の
生活」との調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のことです。

9 市街化調整区域 都市計画区域の中で、無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るために設けられる市街化
を抑制すべき区域のことです。

10 Uターン・Iターン Uターンとは、地方で生まれ育った人が都心で一度勤務した後に、再び自分の生まれ育った故郷に
戻って働くこと、Iターンとは生まれ育った故郷以外の地域に就職・移住することです。

11 Jクレジット 省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2等の排出削減量や、適切な森林管
理によるCO2等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度のことです。地球温暖化対策へ
の積極的な取組としてPRする効果や、CO2排出者へのクレジット売却による売却益を得ることがで
きます。

12 レスパイト入院 「介護者の病気や事故、冠婚葬祭などの社会的事情にて自宅介護が一時的困難な場合」や「介護
者の肉体的・精神的負担（介護疲れ）の一時的軽減が必要な場合」に在宅治療を受けている患者
が短期入院加療する制度です。

13 健康寿命 日常的に介護を必要とせず、健康で自立した生活ができる期間のことで、奈良県では65歳以降の
平均余命から要介護2以上の平均要介護期間を差し引いて計算しており、算出された期間に65歳を
加えて表しています。

14 DX Digital Transformation(デジタルトランスフォーメーション)のことで、デジタル技術とデータ
の活用が進むことによって、社会・産業・生活のあり方が根本から革命的に変わることです。ま
た、その革命に向けて産業・組織・個人が大転換を図ることです。

15 GX Green Transformation(グリーントランスフォーメーション)のことで、産業革命以来の化石燃料
中心の経済・社会、産業構造をクリーンエネルギー中心に移行させ、経済社会システム全体を変
革することです。またその実現に向けて、エネルギーの安定供給・経済成長・排出削減の同時実
現を目指すことです。

16 ワット・ビット AIの普及等に伴い大量の電力を必要とするデータセンターの需要が増大する中で、その整備を迅
速に実現するため電力・通信インフラの効率的な整備に向け、電力・通信・データセンター事業
者が一体となり電力と通信の効果的な連携を図ることです。

17 広域リージョン 産業政策や観光振興など地域の成長につながる施策が面的かつ効果的に展開されるよう、地方公
共団体と経済団体や企業、大学、研究機関等の多様な主体が連携し、都道府県域を超えた広域の
単位で行われる取り組みのことです。

18 共生社会 障がいがある、ないにかかわらず、性別や年齢に関係なくすべての人がお互いの人権や尊厳を大
切にし、支え合い、誰もが生き生きとした人生を送ることができる社会のことです。

19 デジタルリテラシー 活用されているデジタル技術に関する知識があることや、デジタル技術を活用する方法を知って
いることです。

20 悪性新生物 悪性腫瘍のことで、細胞が何らかの原因で変異して増殖を続け、周囲の正常な組織を破壊する腫
瘍です。がんや肉腫等がこれに入ります。

21 特定健診 日本人の死亡原因の約6割を占める生活習慣病の予防のために、40歳から74歳までの方を対象に行
う、メタボリックシンドロームに着目した健診です。

22 特定保健指導 特定健診の結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防
効果が多く期待できる方に対して、保健師や栄養士など専門スタッフが生活習慣を見直すサポー
トをすることです。

23 不活発な生活 体力や気力の衰えた高齢者が外出の機会が減ったり、家にいる時間が長くなる状態をいいます。
24 ICT 「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術を活用した

コミュニケーションを指します。デジタル化された情報の通信技術であり、インターネットなど
を経由して人と人をつなぐ役割を果たしています。

25 ヘルスリテラシー 健康情報を入手、理解、評価、活用する力で、日常生活におけるヘルスケア・疾病予防・ヘルス
プロモーションの場面で用いて、生涯を通じて生活の質を維持・向上できる力のことです。

26 国保データベースシステム（KDB
システム）

国保・介護保険の安定的運営を目指した保健事業を推進するため、国保連合会が保険者（市町村
等）に提供しているデータ分析システムです。

27 医療的ケア 日常的に人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管栄養等のケアを必要とすることで
す。

28 権利擁護 医療・福祉における権利擁護とは、権利を侵害されやすい立場の人々の権利を保護・チェックす
ることと、当事者の権利の行使と自律を支援することです。

29 成年後見制度 判断能力が十分でない成年者が、財産管理や身上監護（契約締結・施設や介護の選択）について
の契約、遺産分割などの法的行為を行うのが困難な場合等に、それらの人の権利を守るための制
度です。

30 地域包括ケアシステム 要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる
よう医療・介護が一体的に提供される体制のことです。

31 要保護児童 保護者がいない児童、または保護者に監護させることが不適当と認められる児童のことです。
32 ヤングケアラー 本来大人が担うと考えられている家事や家族の世話等を日常的に行っている子どものことです。



no 用語 説明

33 病後児保育 子ども（生後6ヵ月から小学3年生）が発熱や下痢、感染症等の病気の回復期にあり、保護者が仕
事等で家庭保育できない場合の保育です。

34 ファミリー・サポート・センター 育児の援助を受けたい人と育児の援助をしたい人が登録し、会員となり、会員同士が有料で援助
し合う組織のことです。

35 へき地医療拠点病院 へき地診療所等への代診医等の派遣、へき地医療従事者に対する研修、巡回診療等を行う病院の
ことで、宇陀市立病院は2021年度に奈良県から指定を受けています。

36 キッズゾーン 保育所等が行う散歩等の園外活動の安全を確保するため、車両の運転者に対して注意喚起するこ
とを目的として設定した道路の区域のことです。

37 産業ゾーン 既存産業の集積地や企業誘致・新産業の創出のための受け皿となる区域で、宇陀市都市計画マス
タープランで位置付けている区域です。

38 市街化調整区域における地区計画
制度

市街化調整区域の性格を変えない範囲で、無秩序な土地利用や乱開発を防止し、土地利用が行わ
れることが確実な区域について、計画的かつ適切な土地利用を図る制度のことです。

39 地籍調査 一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積を測量する調査のことです。
40 二地域居住 都市部と地方に二つの拠点を持ち、定期的に地方でのんびり過ごしたり、仕事をしたりする新し

いライフスタイルの一つです。

41 サテライトオフィス 企業や団体の本拠地から離れた場所に設置されるワーキングスペースのことです。
42 緊急輸送道路 地震等の大規模災害発生直後から、救助活動人員や物資等の緊急輸送を円滑かつ確実に行うた

め、道路管理者等が事前に指定する路線のことです。

43 デマンド型 決まった時刻表や運行経路を持たずに利用者からの予約に応じて運行することです。
44 乗合タクシー バスより少量の移動需要に対応するため、タクシー車両を用いて運行される乗合交通のことで

す。

45 重要物流道路 平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保するため、物流上重要な道路輸送網として国土交
通大臣が指定した路線のことです。

46 ストックマネジメント 長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先順位付けを行ったうえ
で、施設の点検・調査、修繕・改善を実施し、施設全体を対象とした施設管理を最適化すること
です。

47 要配慮者 高齢者や障がいのある人、乳幼児など災害時に特別な配慮が必要となる人のことです。
48 避難行動要支援者 要配慮者のうち、災害時の避難行動や避難所等での生活が困難な人のことです。
49 インフラ施設 道路や橋梁、上下水道等の公共的な機能を担う施設のことです。
50 ハザードマップ 発生の予測される自然災害について、その被害が及ぶ範囲、被害の程度、避難経路、避難場所等

を表した地図のことです。

51 ローリングストック法 古い食料品等から消費し、消費した分を補充していくことで、常に一定量の食料品が備蓄されて
いる状態を保つことです。

52 地域資源 国の施策では農林水産物や鉱工業品、産地の技術、観光資源といった地域の特徴ある産業資源の
ことです。総合計画においては宇陀市における特徴的な自然、歴史、文化、伝統、農林畜産物、
観光地など有形、無形の要素のことです。

53 日本遺産 文化庁により認定された、地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を語るストーリー
のことです。

54 地域商社 地域の多くの関係者を巻き込み、農産物等の地域の資源をブランド化し、生産、加工から販売ま
で一貫してプロデュースし、地域内外に販売する組織のことです。

55 特定農業振興ゾーン 農地を有効に活用し、農業の生産性の向上を図るために奈良県がエリアを設定するものです。
56 中山間地域等直接支払事業 平地から山間地にかけて、傾斜地が多く農業が不利な地域において、継続的な農業生産活動を行

う農業者を支援する事業です。

57 多面的機能支払交付金事業 農地や水路等の基礎的な保全活動や質的向上を図る共同活動、水路や農道等の施設の長寿命化に
対して支援する事業です。

58 有機農業 化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと、並びに遺伝子組み換え技術を利用しないこ
とを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用い
て行われる農業のことです。

59 ジビエ 狩猟で捕獲した野生鳥獣の肉や料理のことです。
60 スマート農業 情報通信技術（ICT）やロボット、ドローン、自動運転技術等を活用して農作業を省力化、精密化

し、生産性を向上させる農業のことです。

61 奈良県フォレスターアカデミー 経済性と環境保全を両立する「恒続林」をはじめとした森林管理手法により持続可能な林業の担
い手となる人材を養成する機関のことです。

62 鳥インフルエンザ 高病原性インフルエンザの略で、鳥に感染するインフルエンザのうち重篤な症状を起こすもので
す。

63 豚熱 CSFウイルスにより起こる豚、イノシシの熱性伝染病で強い伝染力と高い致死率が特徴です。人に
感染することはありません。

64 水源涵養機能 森林の土壌が降水を貯留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和するとともに、川の
流量を安定させたり、雨水が森林土壌を通過することにより、水質が浄化される機能のことで
す。

65 コンソーシアム 共同事業体のことで、企業同士が連携して共通の目的を達成するために取り組むことを指しま
す。

66 ウェルネス・ヘルスツーリズム ウェルネスツーリズムとヘルスツーリズムを合わせた言葉です。ヘルスツーリズムは、自らの欲
求を満たし、心身、精神の健康に寄与することを主たる動機とするタイプの旅行を指し、その一
環であるウェルネスツーリズムは心身、感情、職業、知性、精神など人間の生活に関わるあらゆ
る領域を向上ないしバランスを整える旅行のことを指します。

67 LGBTQ 女性の同性愛者（Lesbian）、男性の同性愛者（Gay）、両性愛者（Bisexual）、こころの性とか
らだの性の不一致（Transgender）、性的指向や性自認がはっきりしていない、定まっていない、
どちらかに決めたくない等（Questioning）の性的少数者の総称のことです。

68 DV ドメスティック・バイオレンス（Domestic Violence）の略で、配偶者や恋人などの関係にある、
又はあった者から振るわれる暴力のことです。

69 インクルーシブ社会 障がい、性別、年齢、国籍や宗教、文化等の多様性を認め合い、共に暮らしていく社会のことで
す。

70 プログラミング教育 物事を順序立てて論理的に考えていく力（プログラミング的思考）や情報を活用する力を身に付
けるための教育のことです。
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71 GIGAスクール構想 義務教育を受ける児童生徒のために、一人一台の学習用パソコンと高速ネットワーク環境等を整
備する構想で、宇陀市では2020年度に整備を終えています。

72 電子図書 紙媒体で出版されていた本を電子データ化し、タブレット端末等の電子機器の画面で読めるよう
にした図書のことです。

73 デイジー図書 文章を音声で聞きながら、パソコン等の画面に絵や写真等の画像が表示されるデジタル図書で
す。

74 コミュニティスクール 学校運営協議会制度のことで、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組む仕組みの
ことです。

75 ソーシャルアントレプレナーシッ
プ

個人の使命感や志に根ざした動機から、社会的な意義のある活動を、ビジネスとしていくことを
指します。

76 国民スポーツ大会 毎年、都道府県持ち回り方式で開催される国内最大のスポーツの祭典で都道府県対抗で実施され
ます。また、以前は「国民体育大会」との名称でしたが、2024年の佐賀県での大会から「国民ス
ポーツ大会」に変更されました。

77 全国障害者スポーツ大会 毎年、国民スポーツ大会に合わせて開催される、全国的な障害者スポーツの祭典です。大会は、3
日間の会期で行われ、障がいのある選手が競技等を通じ、スポーツの楽しさを体験するととも
に、多くの人々が障がいに対する理解を深め、障がいのある人の社会参加を推進することを目的
として開催されています。

78 総合型地域スポーツクラブ 身近な地域でスポーツに親しむことのできるスポーツクラブで、子どもから高齢者まで様々なス
ポーツを愛好する人がそれぞれの志向・レベルに合わせて参加できる、地域住民により自主的・
主体的に運営されるスポーツクラブです。

79 カーボンニュートラル 二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、植林・森林管理等による吸収量を差し引
いて、合計を実質的にゼロにすることです。

80 脱炭素 地球温暖化の大きな要因となっている二酸化炭素等の温室効果ガスの排出を抑えることです。
81 プラスチック資源循環戦略 資源、廃棄物制約、海洋プラスチックごみ問題、地球温暖化など幅広い課題に対応するため、

3R+Renewable（再生可能資源への代替）を基本原則としたプラスチックの資源循環を総合的に推
進するため、2018年5月に国が策定した戦略のことです。

82 循環型社会 製品等が廃棄物等となることを抑制し、次に排出された廃棄物等についてはできるだけ資源とし
て利用し、最後にどうしても利用できないものは適切に処分することで天然資源の消費が抑制さ
れ、環境への負荷ができる限り低減された社会のことです。

83 合併処理浄化槽 台所や浴室から出る生活雑排水と、し尿を併せて処理することができる浄化槽のことです。
84 一部事務組合 複数の地方公共団体がその事務の一部を共同処理することを目的として設置する団体で、奈良県

広域消防組合や宇陀衛生一部事務組合、東宇陀環境衛生組合等が該当します。

85 経常収支比率 地方公共団体の財政構造の弾力性を表す指標で、人件費、扶助費、公債費等の経常的な経費に、
市税、地方交付税、地方譲与税等の経常的な収入がどの程度充当されているかを示すものです。

86 フェイスブック インターネット上で人と人を双方向でつなぐ、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）
の一つで、投稿に対して別の利用者がコメントしたり、他の利用者に向けて転載したりすること
で、情報を素早く、より多くの人に伝えられる特徴があります。

87 オープンデータ 公共データを営利・非営利を問わず誰もが自由に再利用を可能な形で公開することです。
88 類似団体 市町村の態様を決定する要素のうち最もその度合いが強く、しかも容易かつ客観的に把握できる

「人口」と「産業構造」により設定された類型のことで、大都市、特別区、中核市、特例市、都
市、町村ごとに分別されています。

89 企業版ふるさと納税 企業が地方公共団体の地方創生の取り組みに対して寄附を行った場合に、法人関係税を税額控除
するものです。

90 広域連合 複数の地方公共団体が広域にわたる総合的な計画を作成して、その実施のために連絡調整を図
り、その事務の一部を処理するために設置する団体で、一部事務組合に比べて、国や県から直接
に権限等の委任を受けることができます。









ȅ ǣ � Ơவ・ | b ・ ᇨ ・ ・ ・ᇛ ƌ Ɣ Ɯ Ɗ ǁ Ɣ Ơ Ǝ ǀཨጫ ተ ጅဗ� ৰ ૱ ब ಲ ౮ ౮ ప ഓธ ໑b ・ ・ f

Ơ ƙ ƛ Ɲ ƣ Ȏ Ǯ Ȃ Ɓ Ƃ ƣ Ǉ ƌ ƛ Ƴ Ǝ་ተ ጅဗ ဗ ဗഓ ౮ ప ඈ ૡ ఐ໑Ź b Ǚ Ź ・ Ź c

Ɵ Ƥ ǁ ǁ ƣተ ጅဗ ဗഓ अ໑ſ b f ƒ Ɠ ᅴ Ơ ƣ Ǉ ƌ Ɖ Ɲ ƣ࿊◌ऀ ౮ ప अ◌็・ ・ ・ b ᅴ ƣ Ǉ Ɯ◌း૱ ष ◌ೄ・ ・ ・

ƌ ƛ ƌ ƛ Ƴ Ǝെ◌ാ ◌్ ഞ Ź c



Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

� Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ፑ ᎌ ◌ૢ ෮ු・ ・ᆵ =P?

�ƣ Ǉ ƀ ƌ Ɣ ƣ Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ད
ዛ ዿႺ Ⴚ◌Ǽ ঊ ◌ౌ ৰ ୲ ঊ ෮ුต ภ ธ・ ᄯ ᅏ =P?

ƹ ƹ ƞ Ɩ ƾ Ɯ Ʒ Ɵ ƹ ƹተ ተ ተ໑ ໑ Ź ᆊ ተᆊ

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

� Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ፑ ᎌ ◌ૢ ෮ු・ ・ᆵ =P?

�ƣ Ǉ ƀ ƌ Ɣ ƣ Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ད
ዛ ዿႺ Ⴚ◌Ǽ ঊ ◌ౌ ৰ ୲ ঊ ෮ුต ภ ธ・ ᄯ ᅏ =P?

ƹ ƹ Ƴ ƿ Ɯ Ƥ Ɵ Ɯ Ƥ Ɵጅ ጅ ጅ ጅഓ ഓ ഓ ഓŷ Ź Ź

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

  ཨ ተ ጅဗ ဗ౮ ప � ৰ ૱ ब ഓ໑・ ・
ƣተ ጅဗ ဗഓ໑ f

Ȏ Ǯ Ȃ  ጅ ተဗഓǙ

 ဗ໑

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ୰ ୪ ෮ු| ・

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ጦ ዿဘ ෮ු

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ

� Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ፑ ᎌ ◌ૢ ෮ු・ ・ᆵ

�ƣ Ǉ ƀ ƌ Ɣ ƣ Ɲ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ད ዛ ዿႺ Ⴚ◌Ǽ ঊ ◌ౌ ৰ ୲ ঊ ෮ුต ภ ธ・ ᄯ ᅏ

Ɲ ƣ Ȏ Ǯ Ȃተ ጅဗ ဗഓ໑º Ǚ

ጅ ဗഓº

ተ ဗ໑º



  ཨ ተ ጅဗ ဗ౮ ప � ৰ ૱ ब ഓ໑・ ・
ƣተ ጅဗ ဗഓ໑ f

Ȏ Ǯ Ȃ  ጅ ተဗഓǙ

 ဗ໑

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ୰ ୪ ෮ු| ・

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ጦ ዿဘ ෮ු

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・

ᇱ ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Ź

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Źᇱ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・ =P?

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔ
ಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ =P?

ƹ ƹ Ƴ ƿ Ɯ Ƥ Ɵ Ɯ Ƥ Ɵጅ ጅ ጅ ጅഓ ഓ ഓ ഓŷ Ź Ź

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Źᇱ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・ =P?

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔ
ಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ =P?

ƹ ƹ ƞ Ɩ ƾ Ɯ Ʒ Ɵ ƹ ƹተ ተ ተ໑ ໑ Ź ᆊ ተᆊ

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ɲ ƣ Ȏ Ǯ Ȃተ ጅဗ ဗഓ໑º Ǚ

ጅ ဗഓº

ተ ဗ໑º



  ཨ ተ ጅဗ ဗ౮ ప � ৰ ૱ ब ഓ໑・ ・
ƣተ ጅဗ ဗഓ໑ f

Ȏ Ǯ Ȃ  ጅ ተဗഓǙ

 ဗ໑

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ጦ ዿဘ ෮ු

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ୰ ୪ ෮ු| ・

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・

ᇱ ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Ź

Ǉ ƶ ǀ ƿ ƴ Ǉ ƌ ƹ Ǉ ƹ ƌ Ƴ Ǝተ ဗ ஸ ෮ු ୯ ਰ ୵໑  ໃ・ b ・ ・ ・ ・

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・ =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Źᇱ =P?

Ǉ ƶ ǀ ƿ ƴ Ǉ ƌ ƹ Ǉ ƹ ƌ Ƴ Ǝተ ဗ ஸ ෮ු ୯ ਰ ୵໑  ໃ・ b ・ ・ ・ ・ =P?

ƹ ƹ Ƴ ƿ Ɯ Ƥ Ɵ Ɯ Ƥ Ɵጅ ጅ ጅ ጅഓ ഓ ഓ ഓŷ Ź Ź

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ɯ Ǝ ǀ Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ၌ଭ ঊ ಈ ◌ೄ ౫ �・ =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

ƣ Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ �ƛ ƌ ƹ Ǝ ƚ Ƅ ƿ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ୦ ◌ೄ ◌ৄ ੩ ෮ු| ・ Źᇱ =P?

Ǉ ƶ ǀ ƿ ƴ Ǉ ƌ ƹ Ǉ ƹ ƌ Ƴ Ǝተ ဗ ஸ ෮ු ୯ ਰ ୵໑  ໃ・ b ・ ・ ・ ・ =P?

ƹ ƹ ƞ Ɩ ƾ Ɯ Ʒ Ɵ ƹ ƹተ ተ ተ໑ ໑ Ź ᆊ ተᆊ

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ɲ ƣ Ȏ Ǯ Ȃተ ጅဗ ဗഓ໑º Ǚ

ጅ ဗഓº

ተ ဗ໑º



  ཨ ተ ጅဗ ဗ౮ ప � ৰ ૱ ब ഓ໑・ ・
ƣተ ጅဗ ဗഓ໑ f

Ȏ Ǯ Ȃ  ጅ ተဗഓǙ

 ဗ໑

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ୰ ୪ ෮ු| ・

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ጦ ዿဘ ෮ු

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・

ƣ � Ǉ Ƴ Ǝၔ ညಋ ◌ੱ ◌ৄ ੩ภ ธ Ž

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

ƣ � Ǉ Ƴ Ǝၔ ညಋ ◌ੱ ◌ৄ ੩ภ ธ Ž =P?

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・ =P?

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔ
ಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ =P?

ƹ ƹ Ƴ ƿ Ɯ Ƥ Ɵ Ɯ Ƥ Ɵጅ ጅ ጅ ጅഓ ഓ ഓ ഓŷ Ź Ź

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ƕ ǥ Ơ ࣤ ƍ Ɣ � Ǉ ƌ Ƴ Ǝད ◌ྫྷ
୰ ୪ ෮ු| ・ =P?

Ɵ ಠ಑ Ǉ ƌ Ƴ ƎጵႷಏ ई ఖ ॰໗ ท =P?

� ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝঊ ◌ँ ෮ුต・ =P?

ƣ Ǉ ƿ Ƴ Ǝፑ ഊ ಲ ෨ฑ・ ・ =P?

 � Ɯ Ɵ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ᎓◌ၗ◌ऻ ◌ৄ ੩ ಏธ �・ ・ ゆᅏ =P?

Ǉ ƌ Ƴ Ǝད
ጦ ዿဘ ෮ු =P?

Ǉ ƶ ǀ Ɲ Ɲ Ʒ Ơ Ɣ Ɵ ƣ Ǉ ƌ Ƴ Ǝཙ
ዤ৫ ◌ු ශ ◌ౌ ◌् ౫ �・ ・ ・ =P?

ƣ � Ǉ Ƴ Ǝၔ ညಋ ◌ੱ ◌ৄ ੩ภ ธ Ž =P?

Ǉ Ơ ƌ Ƴ Ǝ፟ ጫโ・ ・ ・ =P?

Ɲ ƣ Ɓ Ɲ ǁ Ɣ Ȕ Ȁ Ȕ Ȟ Ǥ Ǉ ƌ Ƴ Ǝ◌ྔ
ಈ ঊ ෮ුภ Ꭼ・ | ǚf Ǐ f ǻȚ =P?

ƹ ƹ ƞ Ɩ ƾ Ɯ Ʒ Ɵ ƹ ƹተ ተ ተ໑ ໑ Ź ᆊ ተᆊ

ƣ Ȕ Ȅ Ȗ Ƥቴ ተ ಘÅ ² 㱘㵶

Ɲ ƣ Ȏ Ǯ Ȃተ ጅဗ ဗഓ໑º Ǚ

ጅ ဗഓº

ተ ဗ໑º





















� Ⴉ Ⴊ౦ ౦ ೮ ಈฑ・ ・ ・

・ ・ ・ Ż ・ +PUVCI TCO・ ǔ・ ・ ・ ・ ・ ・

  ƌ Ɣ  ◌ౖ Ź ・ ・ᆭ ᆪ  ዓ ◌ႚ ఢ・ f ・ ᆀ

ዓ ඊ・ ・ ・ ・

ዻ"MGPAKEJKAKPWK

ዓ ඊ・ ・ ・

ዻ"JKUCQPC MCI CYC

ዓ ඊ・ ・ ・

ዻ"MCQTW



 Ơ ƍ ƺ ƕ Ȁ ǳ Ǟ Ȟ ǱǤ ǳ  Ɲ ƤŻ +PUVCI TCO ǔ

◌ႚ・ ・ ・

� Ɓ Ơ Ǉ Ɣ ƈ Ɲ Ǉ ƌ ƛ ƌ ƔႩ Ⴉ Ⴊ႘౦ ଈ ౦ ೮ ◌् ௹ฑ・ ・ Ž ・
・ ǔ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ c

 Ƃ Ɣ Ƅ Ɵ ǀ ◌ၗᇶ   ƌ Ɣ◌ౖ・ Ź ・ᆪ ᆭ  ƣ Ɯ ƌಲ ౮・ ĩ ・ bᆪ ᆪ

 
ࣤ

◌ ƣ Ƙ Ɣ ƣ ƀ ƾ Ɵ ƣ ǁ ǁཨ◌಼ ଯ ල ௮ ଅ ऐฝŷ ・ b ƒ Ɠᇻ Ǉ Ơ◌Ǽ・

ƾ ƌ Ɲ ƌ ƛ Ɣ ƌ Ƴ ƌ Ɣ࿊◌಼ຍ บ Ź ・ b ・ Ź c

Ⴉ ႘ ႘ಲ ౮ � ଈ ଈ・ g ・

ዻ ዻ ዻ ዻ ዻ"C[ WPQRJQVQUVQEM "ECAOQPMG[ UA "ECEJGVVGA "I QVQAVTCXGNKPI "MCMGO

ዻ"I GPDWD[ CEEQዻ"HWOJPC

ዻ"CRTKEQV

ዻ"UWPUWPAPCTC

ዻ ዻ"WUPCDCJKTQ "WAOKAFQNN ዻ"[ JACMKPQ

ዻ"OCTWEJCPA[ዻ"OCVWLWPዻ"M[ Q[ CAVCOM[ Qዻ"UJQVCVዻ"\KVGEQAPCTC



�༌ ౦ ૱ ब◌ໍາĩ ・ ・ ・

ଢ଼ � ৰ ૱ ब・

ப ଈᄇ Ⴉ ଈ

பᄇ ആᇨ �ፕၼ ଡ ౦ ప ෮ුท・ ᆪ ৫ बड

Æ

� དፕၼ ଡ ౦ හ ମ ◌ऀ ໑・ ・ ᄮ ・

ဃ Ꭽ

( #:

*2 JVVRU YY YEK V[ W FCN I LR
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～誰もが輝く宇陀市を目指して～


